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１１月２３日、磐井郡東山渋民に誕生。名前は岩渕善之助。 

正法寺（奥州市）定山良光和尚の弟子となる。勝之助と名を変える。 

伊達吉村が仙台藩五代藩主となる。 

桃井素忠から教えを受ける。幸七郎と名を変える。 

９月、母と仙台に本を買いに行き、つつじが岡で大和屋星久四郎に会う。

６月より仙台に出て大和屋星久四郎の世話になり、吉田儒軒に学ぶ。 

１１月仙台藩の学者田辺希賢の門人となる。１２月藩生となり、刀を差

すことが許される。 

江志知辰から算学・天文学を学ぶ。 

７月、渋民に帰り村の人たちに講義をする。母に本を渡す。 

３月、孝七郎と名をかえ、番外侍となる。９月、藩主に講義をする。 

７月、渋民に帰り、桃井素忠や祖父と会う。 

勉強のため京都に行き桑名松雲宅に世話になる。浅井琳庵の門人となる。

琳庵が亡くなり、三宅尚斎の門人となる。 

１０月、高屋徹斎に国学を学ぶ。 

京都から仙台に帰る。藩主に講義をする。１１月祖父が死去（７４歳）

３月、江戸へ上り、室鳩巣の門人となる。 

「七か条の上言」を書く。 

２月、米谷（宮城県登米市）飯塚保安の娘妱と結婚する。 

８月、母かめが亡くなる。（５９歳） 

８月１１日、名字を岩渕から芦に、名を徳林と改める。娘娖が生まれる。

１１月、仙台藩初の学問所ができる。 

講堂座列に関する願いを出す。 

６月１１日、評定所で加美郡宮崎（宮城県加美郡加美町）石母田家に「預

け」を言い渡される。 

冬より『無刑録』の原稿を書き始める。 

７月、父一桂が亡くなる。（７８歳） 

飯塚保安赦免願（罪を許してほしいというお願い）を出す。 

自分で赦免願いを出す。 

仙台市の龍宝寺の図書貸出しが許可される。 

「二十二か条の上言」を書く。 
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